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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鼻
水
、

せ
き
な
ど
の
風
邪
症
状
だ
け
で

な
く
、
高
熱
、
頭
痛
、
筋
肉
痛

な
ど
を
起
こ
す
全
身
感
染
症
で

す
。
普
通
の
風
邪
と
は
違
い
、

気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併

し
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の

も
特
徴
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
と
、
特
に
65
歳
以
上
の
高

齢
者
や
慢
性
疾
患
患
者
の
死
亡

率
が
高
く
な
る
と
い
う
点
で
も

普
通
の
風
邪
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

予
防
の
基
本
は
、
外
出
後
に

手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る
な
ど

普
段
か
ら
注
意
を
す
る
こ
と
や

流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
す
。

　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
、
10
月
15
日（
金
）

〜
12
月
15
日（
水
）ま
で
、
指

定
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

個
人
負
担
金
は
千
円
で
す
。
詳

し
く
は
、
町
健
康
福
祉
課（
☎

62̶

２
１
１
５
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ス

テ
ー
ジ
上
の
出
演
者
の
踊
り
に
合

わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
、
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
同
級
生
と
会
話
を

し
た
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時

か
ら
町
鳥
見
山
体
育
館
に
お
い

て
、
平
成
16
年
度
町
敬
老
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
た
方

は
、
平
成
16
年
12
月
31
日
現
在

で
、
満
73
歳
以
上
の
高
齢
者
、

約
１
，
４
０
０
人
で
、
式
に
は
、

約
５
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
木
賊
町
長
が
「
健
康

に
注
意
し
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
の
町
の
最
高
年
齢
者
は
、

男
性
が
笠
石
区
の
清
水
鐵
次
郎
さ

ん
で
96
歳
、
女
性
が
成
田
区
の

横
田
安
代
さ
ん
で
１
０
０
歳
と
な

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
木
賊
町
長
か
ら
県
敬

老
祝
金
及
び
町
敬
老
年
金
受
給

者
、
最
高
年
齢
者
、
老
人
医
療
無

受
診
者
な
ど
に
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
祝
宴
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
鏡
石
保
育
所
５
歳
児

に
よ
る
ダ
ン
ス
、
各
老
人
ク
ラ
ブ

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
、
成
田

子
供
や
ぐ
ら
太
鼓
の
会
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
な
ど
８
つ

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
町
の
高
齢
者
の

状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

町
の
総
人
口
に
対
す
る
65

歳
以
上
の
人
口
の
割
合
を
見
て

み
る
と
、
昭
和
45
年
に
は
６
・

３
％
で
し
た
が
、
平
成
16
年

９
月
で
は
、
18
・
４
％
で
昭

和
45
年
の
３
倍
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
16
年
９

月
現
在
で
年
齢
が
90
歳
以
上

の
方
は
、
79
人
で
昨
年
と
比

べ
る
と
８
人
増
え
て
い
ま
す
。

＝平成 16 年度町敬老会＝

アトラクションを楽しむ参加者のみなさん

イ
ン
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ル
エ
ン
ザ
に

注
意

鏡
石
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齢
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況

町の
総人口

町の
65歳以上
の人口

町の高齢化率

福島県

昭和 45年 9,278 585 6.3% 8.0%

昭和 50年 10,721 742 6.9% 9.2%

昭和 55年 11,437 942 8.2% 10.5%

昭和 60年 11,883 1,124 9.5% 11.9%

平成 2 年 12,130 1,393 11.5% 14.3%

平成 7 年 12,378 1,822 14.7% 17.4%

平成 12年 12,743 2,169 17.0% 20.3%

平成 16年 12,703 2,336 18.4% 22.1%

（10月１日の現住人口、ただし平成16年は９月１日現在の現住人口）
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今
回
条
例
化
し
た
背
景
に
は
、

次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
に
は
、
平
成
14
年
４
月

に
制
定
さ
れ
た「
や
す
ら
ぎ
と
う

る
お
い
の
あ
る
牧
場
の
朝
地
域

安
全
条
例
」と
の
整
合
性
を
持
ち
、

よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を
進
め
よ
う
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

二
つ
に
は
、
近
年
鏡
石
町
内
に

暴
力
団
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
町

民
か
ら
不
安
の
声
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
。
三
つ
に
、
行
政
に
対
す

る
不
当
要
求
が
最
近
全
国
的
に
増

加
傾
向
に
あ
り
、
未
然
に
防
止
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

条
例
化
の
背
景
は

不
当
要
求
行
為
等
対
策
条
例
を
制
定

組
織
ぐ
る
み
で
毅
然
と
対
応

　

町
職
員
や
町
行
政
に
関
わ
る
役
職
員
に
対
し
、
高
額
な
物
品
の
購
入
や

法
外
な
補
償
、
業
務
の
ミ
ス
を
指
摘
し
て
金
品
を
要
求
す
る
不
当
要
求
に

対
し
て
、
組
織
と
し
て
毅
然
と
対
応
す
る
た
め
の「
鏡
石
町
不
当
要
求
行
為

等
対
策
条
例
」が
９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条

例
は
、
全
８
条
か
ら
成
り
、
条
例
の
目
的
、
不
当
要
求
の
定
義
、
対
策
委

員
会
の
設
置
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
条
例
と
し
て
は
東
日
本
で
は
初

め
て
。今
月
は
、施
行
さ
れ
た
条
例
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

四
つ
に
、
条
例
化
し
、
不
当
要

求
行
為
等
を
抑
止
す
る
こ
と
を
よ

り
広
く
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
五
つ
に
、
法
的
根

拠
を
背
景
に
組
織
と
し
て
毅
然
と

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権

が
推
進
さ
れ
、
さ
ら
に
権
限
移
譲

が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

や
自
治
体
に
お
け
る
賦
課
徴
収
業

務
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

  

こ
の
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る

「
職
員
」に
は
、
一
般
職
員
の
ほ
か

町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長

の
特
別
職
、
そ
し
て
、
非
常
勤
特

別
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
職
に

あ
る
み
な
さ
ん
が
含
ま
れ
、
職
員

と
し
て
の
責
務
も
課
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

不
当
要
求
行
為
等
へ
の
対
策
を

統
括
す
る
た
め
、
条
例
の
第
５
条

に
は
、
不
当
要
求
行
為
等
対
策
委

員
会
の
設
置
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
助
役
を
委
員
長

に
副
委
員
長
に
収
入
役
、
教
育
長

を
充
て
、
各
課（
室
・
局
）長
が
委

員
と
な
り
、
職
員
か
ら
の
報
告
を

受
け
た
際
、
調
査
と
町
長
へ
の
報

告
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
当
要
求
行
為（
行
政
対
象
暴

力
）に
対
し
て
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
場
面
で
も
毅
然
と
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の「
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

行
政
暴
力
の
事
例
と
問
答
式
に
よ

る
解
決
方
法
を
分
か
り
易
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
町
職
員
の
ほ
か
、
条
例
で
規

定
さ
れ
て
い
る
非
常
勤
特
別
職
の

み
な
さ
ん
に
配
付
し
、
対
応
の
徹

底
を
図
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
対
策
委
員
会
は
、
不

当
要
求
行
為
に
対
す
る
対
応
策
に

つ
い
て
の
研
修
会
の
開
催
を
通
じ

て
、
日
頃
か
ら
万
全
の
対
応
が
図

ら
れ
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

対
策
委
員
会
を
組
織

□暴力、脅迫、困惑行為、そ
の他の違法・不当な行為によ
り、行政職員等に対し、自己
または第三者に利益を得られ
るよう働きかける行為
□行政の公正・公平を阻害す
るよう働きかける行為　
「定義」は
❶特定の個人・団体に対し、
有利・不利な取り扱いをす
る行為
❷妨害、遅延を目的に行われ
る行為
❸職員の人事に関し、特定の
処分、その他の行為を要求
する行為
❹職務上の情報の提供、職務
上の特定行為を求める行為
❺違法または暴力行為、その
他常識を逸脱した行為
❻庁舎の保全、秩序維持に支
障を来す行為

　町民の皆様には、日頃から地域の安全・
安心な町づくりにご理解とご協力をいただ
き心から感謝申し上げます。　
　さて、町では９月の定例議会に「鏡石
町不当要求行為等対策条例」を提出し議
決をいただきました。
  この条例は、悪質巧妙化する不当要求・
暴力に対して、組織として毅然に対応し、
被害を未然に防止するためのもので、東
日本の町村では初めての条例となるもの
です。
　町としても、先進事例となるよう趣旨
を熟知し、事件事故のない安全で安心し
て住める町づくりを進めてまいりますので、
さらなるご協力をお願いいたします。

不当要求行為とは

安全・安心の
まちづくりのために

非
常
勤
職
員
を
含
め
全
職
員
が
対
象

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
徹
底

鏡石町長　木 賊 政 雄

不当要求行為について理解を深めた委員会
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